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● 「日暮里ファッションデザインコンテスト2022」を開催しました 

◇  「日暮里ファッションデザインコンテスト」は、今年で 17 回目の開催となり、本年のテ

ーマは「ファッション・チャレンジ2022-パラダイムシフト×NIPPORI-」でした。本コンテ

ストは、日暮里中央通りを中心に生地繊維の店が軒を連ね、日本有数の繊維関連品の集積地

となっている「日暮里繊維街」の活性化と若いデザイナーの応援を目的としています。 

◇  応募総数5,184 点のうち、７月に行われた一次審査を勝ち抜いた受賞・入選作品40 点を、

11 月３日から８日まで、ふらっとにっぽりにおいて公開展示しました。11 月２日に最終審

査、11 月９日に受賞者へ表彰式を行いました。 

◇  栄えあるグランプリ（経済産業大臣賞）には、

成型編みで仕上げられたニット作品が選ばれ

ました。成型編みは、糸の使用料を極力抑える

ことができる編み方のため、SDGｓにも配慮さ

れています。作品は、ミニショール・セーター・

スカートと分けており、何通りにも着用が可能

とのことです。  

◇ グランプリ受賞者は、「身に余る評価をいただ

き、心から感謝しています。このグランプリは

先生方の支えなしでは受賞することはできま

せんでした。今後もずっと編み物は続けていき

たいです。」と話していました。 

◇  荒川区長賞には、再生繊維であるリサイクル

ポリエステルを使用し、ステンドグラス柄をプ

リントした作品が選ばれました。 

◇  荒川区長賞受賞者は、「すばらしい賞が受賞出

来て胸がいっぱいです。ステンドグラスをイメー

ジしているので外でも映える、柄になっていま

す。」と話していました。 

 新型コロナウイルス感染症は、過去２年間、年末年始に感染が拡大していま

す。更にこの冬は、季節性インフルエンザとの同時流行が懸念されています。 

流行のピーク時には、医療体制がひっ迫し、速やかに病院を受診できなくな

ることが想定されます。手洗い・換気・適切なマスクの着脱等の基本的な感染

対策の徹底と併せ、感染したときに備えて、抗原定性検査キット・市販の解熱

剤・１週間分の食料の備蓄をしましょう。 

また、区では、12 月５日～11 日を「荒川区ワクチン接種促進週間」として

います。期間中、すべての集団接種会場の受付時間を午後６時30 分まで延長

します。新型コロナワクチンは、発症・重症化予防の効果が現れるまでに２週

間程度かかります。区民の皆様におかれましては、ワクチンの早期接種にご協

力をお願いします。 

▲グランプリ受賞作品  

▼公開展示会の様子 

▲荒川区長賞受賞作品 
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● スリランカ保健省等高齢者福祉関係者が荒川ころばん体操の視察に訪れました 

  令和４年10 月27 日、スリランカ民主社会主義共和国保健省と女性・子ども・ソーシャル

エンパワーメント省等の高齢者福祉関係者が、「荒川ころばん体操」を視察するため荒川区を

訪れました。 

  スリランカ保健省等関係者一行は、会場となった都立大学荒川キャンパスにおいてころば

ん体操を考案した東京都立大学健康福祉学部の山田拓実教授から体操に関する講義を受け

た後、同大学内の体育館にて区内の各地区の会場でころばん体操の指導にあたっている「こ

ろばん体操リーダー」による体操の実演を視察しました。 

  視察後、ラクシミ・ソマトゥング保健省次官補は「この度は、このような機会をいただき

まして、ありがとうございました。ころばん体操の良いところはとても簡単にできることだ

と思います。そして、高齢者の方々が体操をとても楽しんで健康増進に取り組んでいるとい

うことが、大変良いことだと思いました。この体操をスリランカに持って帰って、高齢者の

健康づくりに役立てたいと思います。」と述べられました。 

 

 

 

 

 

 

 

● 荒川区コミュニティバスさくらによる里親制度普及ラッピングバスの運行を開始しました 

  里親制度のより一層の普及を目的に、荒川区コミュニティバス「さくら」の車体にかわい

いイラストが描かれたラッピングバスの運行を開始しました。 

  車体には、里親制度普及のキャッチフレーズ「荒川では

じめる。里親をはじめる。」のほか、今年4 月にリニューア

ルオープンした、あらかわ遊園の観覧車、荒川区のシンボ

ルキャラクター「あら坊」、「あらみぃ」や都電が街を走る

風景、バラ等が描かれています。 

  これまでも里親制度の普及啓発に向け、個別相談会の開催

のほか、パネル展や体験発表会、映画鑑賞会など各種イベ

ントを行ってきましたが、区営掲示板やポスターでイベン

トを知った方が多いことから、街なかで目に留まるコミュ

ニティバスのラッピングを導入しました。また、車内には

啓発用ポスターも掲示しています。 

▶運行期間：令和4 年11 月10 日～令和5 年3 月31 日 

 

● あらかわ街なかほっとサロンをご利用ください 

◇  国の、令和４年12 月～令和５年３月までの節電要請を踏まえ、「街なかほっとサロン」を

開設します。省エネ・節電しながら、心も体も「ほっと」になれる「街なかほっとサロン」

をご利用ください。 

 ▶期  間：令和４年12 月１日～令和５年３月31 日 

▶実施施設：各ふれあい館・ひろば館・図書館、アクト２１、荒川さつき会館、あらかわエコセ

ンター、あらかわリサイクルセンター等の区施設 

▶左：お出迎えの様子 

▶右：体操の様子 

▲車両外装 


